




































































研究代表者 和歌山大学教職大学院 中山 眞弘




























学年 1年 2年 3年 計
生徒数（人） 男子 3 女子 3 男子 7 女子 6 男子 3 女子 1 男子 13 女子 10
計（人） 6 13 4 23
【職員数】（人）














【第 1回研究授業】平成 30年 5月 18日（金）6限目 授業者：鈴川 健治 教諭














【第 2回研究授業】平成 30年 7月 11日（水）6限目 授業者：一角 憲宏 教諭




















【第 3回研究授業】平成 30年 10月 24日（水）5限目 授業者：赤井 波季 講師
学年・教科領域： 第 3学年 英語科












【第 4回研究授業】平成 30年 10月 24日（水）6限目 授業者：T1 北 周平 講師
T2 南 雄次郎 講師
















【第 5回研究授業】平成 30年 12月 7日（金）6限目 授業者：南 雄次郎 講師



















ーマにして取り組みを進めてきて 3 年目を迎えるが、現在の 3 年生がちょうど 1 年生からこの
取り組みを進めてきたことになる。この 3 年生は 4 人の学級ではあるが、当初はペア学習を中
心に進めてきたが、安易なペア学習ばかりではなくジグソー法やディベートを用いるなど、形
態を変えていくことにより、子どもの実態に応じた授業方法を工夫することで、子どもの言語
能力を効果的に成長させることができていた。
今後は、授業方法の改善だけでなく、教師が授業構成の中でどの視点に着目することで、子
どもの基礎学力を定着することができるのか研究を進める必要がある。
